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呼吸器感染症に対す るsparfloxacinの 臨床的検討

佐野靖之 ・宮本康文 ・荒井康男 ・鈴木直仁

同愛記念病院アレルギー呼吸器科*

島田 馨 ・後藤 元

東京大学医科学研究所感染症研究部

ニ ュ ーキ ノ ロ ン系 抗 菌剤 で あ るsparfloxacin(SPFX)を 呼 吸 器感 染 症36例 に 使用 し臨 床 評 価

を試 み た。

対 象 は,肺 炎4例,急 性 気 管 支 炎7例,慢 性 気 管 支 炎16例,気 管 支 拡 張 症3例,ぴ まん 性 汎 細

気管 支 炎2例,急 性 咽 喉頭 炎2例,急 性 扁桃 炎 な らび に腸 チ フ ス各1例 で あ っ た。 投 与 量 は1日 量

と して200～400mg(錠 また は20%散)を1日1～3回 に分 け て 投 与 した。 投 与 期 間 は4～19日

間 で あ った 。

臨 床 効 果 は 著 効2例,有 効28例,や や 有 効4例,無 効2例 で,有 効 率 は83.3%(30/36)で

あ っ た。

細 菌 学 的 に はStreptoceccus pneumoniae1株,Haemophilus influen2ae3株,Haemophilus

parainfluenzae1株 な ど は消 失 し,Serratia sp.,Pseudomonassp.,Pseudomonas aeruginosa

お よ びStreptococcus pneumoniae各1株 は 存続 し,消 失 率 は69.2%(9/13)で あ った 。

本 剤 に よ る と 思 わ れ る 副 作 用 は 認 め な か っ た が,臨 床 検 査 値 異 常 と して1例 にGOT,

GPT,LDHの 上 昇 が 認 め られ た。
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Sparfloxacin(SPFX)は 新 しい キ ノ ロ ン系 抗 菌 剤

で グラム陽 性 菌 お よ び グ ラ ム陰 性 菌 に 強 い抗 菌作 用 を 示

し,特 にStreptococcus pneumeniae,Mycoplasma,

Chlamydia,結 核 菌,非 定 型 抗 酸 菌 な どに 対 して 強 い

抗菌作用 を 有 す る1～4,6)。 また,本 剤 経 口投 与 後 の 吸 収

は良 好 で 血 中 消 失 半 減 期 は約16時 間 と 長 い5,6)。 以上

のこ とか らSPFXは1日1～2回 投 与 が 可 能 な薬 剤 で

ある。

今回,我 々は呼吸器感染症に対 し本剤の投与を行い,

その臨床的有用性について検討を行ったのでその成績を

報告する。

対象は昭和63年4月 か ら平成2年6月 までに入院ま

たは外来受診 した21～84歳(平 均55 .8歳),男22例,

女14例 の主に呼吸器感染症患者36例 であった。

症例の内訳は肺炎4例,急 性気管支炎7例,慢 性気管

支炎16例,気 管支拡張症3例,び まん性汎細気管支炎

2例,急 性咽喉頭炎2例 ならびに急性扁桃炎および腸チ

フスの各1例 であった。

起炎菌は肺炎1例,慢 性気管支炎9例,気 管支拡張症

1例,な ら び に び まん 性 汎 細 気 管 支 炎2例 の 計13例 で

判 明 した。 全 例 単 独 感 染 で あ り,肺 炎1例 でSerratia

sp.,慢 性 気 管 支 炎9例 でHaemophilus influenzae2

株, Pseudomonas sp., S. pneumoniae, Haemophilus

parainfluenzae, Klebsiella oxytoca, Escherichia

colt,Branhamella catarrhalisお よ びKlebsiella

pneumoniae,気 管支 拡 張 症1例 でH.influenzate,び ま

ん 性 汎 細 気 管 支 炎2例 でS.pneumoniae,Pseudomonas

aeruginosaが 検 出 され た。

SPFXの 投 与 方 法 は1日200～400mgを1～3回 に

分 けて 経 口投 与 し,投 与 期 間 は4～19日 間(平 均8,7

日)で あ った。 な お,使 用 製 剤 は錠 剤29例,20%散 剤

7例 で あ っ た。

効果判定は以下のごとくとした。3日 以内に解熱傾向

が著明で1週 間後にはほぼ平熱に復するとともに臨床症

状 も消失 し,検 査所 見も正常化 しているものを著効

(excellent),臨 床症状の消失や検査値の正常化は著効

の判定基準より時間的に遅れたものの投与終了時には治

癒と判定できるものを有効(good),臨 床症状や検査所
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Table 1-1, Clinical results of sparfloxacin

*powder preparation
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Table 1-2. Clinical results of sparfloxacin

*powder preparation

見の部 分 的 改善 は得 られ た が,治 癒 に至 らな か った もの

をや や 有 効(fair),改 善 が 得 られ なか った もの を 無 効

(poor)と した 。

細菌 学 的 効 果 は起 炎菌 と推 定 され る 菌の 消 長 よ り,消

失(eradicated),減 少(decreased),不 変(persisted),

菌交代(replaced)お よび不明(unknown)と した。

副作用および臨床検査値異常の有無は自他覚症状なら

びに末梢血,血 液生化学的検査,尿 検査を行い判定 し

た。

症例の一覧をTable1に 示す。臨床効果は肺炎の4
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Table 2. Clinical effects of sparfloxacin

Table 3. Bacteriological effects of sparfloxacin

例では有効3例,無 効1例,急 性気管支炎の7例 では全

例有効,慢 性気管支炎の16例 では有効12例,や や有効

3例,無 効1例,有 効率75%,気 管支拡張症の3例 で

は全例有効,び まん性汎細気管支炎の2例 では著効1

例,や や有効1例,急 性扁桃炎の1例 は著効,急 性咽喉

頭炎の2例 は全例有効,ま た腸チフス1例 も有効であっ

た。すなわち,上 気道感染例3例 は全例有効以上を,下

気道感染例32例 のうち26例 は有効以上(81.3%)を 示

した(Table2)。

細 菌学 的効 果 は肺 炎 のSerratia sp.,慢 性気 管 支 炎の

pseudomonas sp.,S.pneumoniae,び まん 性 汎 細 気

管 支 炎 のP.aeruginosaが 存続 した が,他 の9株 は消

失 した(Table3)。 副 作 用 につ いて は 自覚 的 症 状 は全

例 で 認 め られ なか った が,臨 床 検 査値 異 常 が1例 で認 め

られ た 。 この 症 例 は72歳,女,感 染 を 伴 った 気 管 支 拡

張 症 で1日400mg,7日 間 投与 に よ りGOT,GPTな

らび にLDHが24か ら56,15か ら44,384か ら440へ

と そ れ ぞ れ 上 昇 した が 投 与 終 了 後 に は そ れ ぞ れ25,

16,357と 正 常 に 復 した(Table4)。

SPFXはofloxacin(OFLX), enoxacin(ENX),

norfloxacin(NFLX),ciprofloxacin(CPFX)な ど

と同 系 の ニ ュー キ ノ ロ ン系 合 成 抗 菌 剤 で あ る。 本剤 は

methicillin-resistant Staphylococcus aureus(MRSA)

を 含 むStaphylococcus aureus, S. pneumoniae,

Enterococcus faecalisな ど の グ ラ ム陽 性 菌 に強 い 抗 菌

作 用 を示 し,さ らにMycoplasma, Chlamydia,結 核

菌,非 定 型 抗 酸 菌 に 対 して も 強 い 抗 菌 作 用 を 有 す

る2～4,6)。

本剤1回 投 与 後 の血 中濃 度 は投 与 後6時 間 に ピ-ク を

示 し,血 中 消 失 半 減 期 は 約16時 間 と 長 い5,6)。 ま た,

喀 痰 中 濃 度 は1日1回300mg投 与 で7El目 に は2.39

μg/ml,14日 目 に は2.17μg/mlを 示 し,1日1～2

回投 与 で の 有 用 性が 示唆 され る6)。

今回,我 々は主に呼吸器感染症36例 に本剤を1日

200～400mgを1～3回 に分けて投与 した。投与回数

別では慢性気管支炎の300mg,1回 投与例が1例 と少

なかったが,そ の他の投与量では1日1回 あるいは2回

投与での有効率に大差は認められなかった。臨床効果は
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Table 4. Laboratory findings before and after administration of sparfloxacin

B: before A: after: during

著効2例,有 効28例,や や 有 効4例,無 効2例,有 効

率83.3%で あ り,満 足 す べ き臨 床 効 果 を 示 した。 無 効

2例 は 肺 炎,慢 性 気 管 支 炎 各1例 で,起 炎 菌 は

Serratia sp.とPseudomonas sp.で あ り,投 与 終 了

後 も菌 は 存 続 して い た。 両 症 例 と も1日 投 与 量 は300

mg(150mg×2と100mg×3)で あ っ た。 これ らが

起 炎菌 の場 合 は1日 投 与 量,投 与 回 数 の 検 討 が必 要 と考

え られ る。

安全性に関 しては,消 化器系,発 疹,中 枢神経系など

の症状は全例に認められなかった。1例 に臨床検査値異

常としてGOT,GPT,LDHの 軽度上昇が認められた

が,投 与終了後速やかに正常に復 した。

以上の成績よりsparfloxacinは 呼吸器感染症に対 し

て有用性の高い薬剤と考えられる。
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In this study, we evaluated the clinical efficacy and safety of sparfloxacin, a new fluoroquinolone

derivative, in some patients with bronchopulmonary infections (pneumonia 4 cases, acute bronchitis

7. chronic bronchitis 16, bronchiectasis 3, diffuse panbronchiolitis 2, acute pharyngolaryngitis

2, acute tonsillitis 1 and typhoid 1).

Clinical effect was excellent in 2, good in 28, fair in 4 and poor in 2 cases, with an efficacy rate

of 83. 3%. Organisms isolated before treatment were 13 strains. Nine out of 13 strains were eradicated

after treatment (eradication rate 69. 2%). Organisms which persisted after treatment were Serratia

sp., Pseudomonas sp., Pseudomonas aeruginosa and Streptococcus pneumoniae ( 1 strain each). In

laboratory findings, a mild increase of GOT, GPT and LDH levels was observed in one case.


